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1. はじめに 

鋼橋の溶接継手部は，交通車両に起因し発生

する繰返し荷重による疲労き裂が問題となり，

その進展が進むと落橋・供用停止に繋がる恐れ

があることから，溶接部に生じた疲労き裂を早

期に検出可能な手法が必要となる.疲労き裂探傷

法として，実橋梁では，磁粉探傷試験や 1)超音波

探傷試験 1)等が用いられるが，探傷試験のため

に測定対象に接近する必要があるといった理由

から，橋梁全体を効率的に検査することは容易

ではない. 

それらに対し，遠隔で迅速にき裂探傷可能な

手法として赤外線サーモグラフィを用いた探傷

法の活用が挙げられる．この方法には，自然エネ

ルギー熱に起因した温度変化を撮影するパッシ

ブ法 2)と，外部から強制的に温度変化を促し撮

影するアクティブ法 2)の二種類が存在する．両

手法の内，アクティブ法を使用することで鋼橋

溶接部に生じたき裂の場所に対し制限を受ける

ことなく，簡易なカメラ撮影のみによる効率的

なき裂探傷が可能になると考えられる． 

本研究では赤外線サーモグラフィを用いた鋼

構造物の疲労き裂検出手法を検討することを目

的に，アクティブ法による赤外線サーモグラフ

ィ探傷法（以下，赤外線探傷法）を使用して溶接

部に生じたき裂を探傷した結果を示す. 

 

2．試験方法 

ここでは，疲労試験によりき裂を発生させた

溶接継手試験体（図-1）を対象とした．き裂の進

展に応じて，き裂発生から試験体が破断するま

での 4段階（既往研究 3)により Ntoe, Nb, N10, N20

と定義）に分けて赤外線探傷法によるき裂探傷

を行った．図-2に赤外線カメラを，表-1にその

撮影仕様を示す．表-1に示す仕様①，②の 2通

りにより，解像度の違いなどによるき裂検出精

度の検討を行った．き裂探傷の方法は，パーツク

リーナを用いて疲労き裂部を冷却し，き裂箇所

周辺に温度差を設けて上で，図-3の位置から赤

外線カメラにより撮影した．また，磁粉探傷試験

（以下，MT）も行い，検出されたき裂長さと比

較することで，赤外線探傷法の精度を検証した．

き裂の長さは，熱画像，写真上に移されたスケー

ルの目盛を参考に測定した．  
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図-1 疲労試験概要 

図-2 赤外線カメラ 
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3．試験結果 

赤外線カメラで撮影した画像を図-4に示す．

図-4 は N20の段階で撮影されたものである．図

-4より，仕様①，②のいずれの場合においても

疲労き裂が検出できていることがわかる．一方，

き裂長さの検出精度については，図-5に示すよ

うに，MTにより検出されたき裂長さ 62.8mmに

対して，赤外線探傷法の仕様①では 52.6mm，仕

様②では 60.9mm であり，それぞれ MT と比較

して約 84％，97％の精度で検出されたことがわ

かった．これより，解像度等が高い仕様②の方

が，より MT に近い精度で検出できていること

がわかるとともに，MTと同程度での検出を行う

場合には仕様②程度の解像度が必要であること

がわかった． 
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項目 仕様① 仕様②

1) 解像度 640×480画素 1280×960画素

2) 空間分解能 0.87mrad 0.58mrad

3) 記録画素数

4) 測定波長

5) 測定温度範囲

6) 温度分解能

7) 温度精度

標準時：1280 (H) × 960 (V)画素

8~14µm

-40~650℃

0.025

±1℃

表-1 赤外線カメラの仕様 

図-3 撮影方法 

60.9mm

(a) 仕様① 

(b) 仕様② 
図-4 N

20
での疲労き裂の温度画像 

62.8mm

図-5 MT での検出状況 
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